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浦
上
氏
の
系
譜

　
最
初
に
、
浦
上
氏
の
出
自
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、「
浦
上
」
は
多
く
の
人
名
辞
典
で
は
「
う
ら
が
み
」

と
読
む
が
、「
う
ら
か
み
」
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。
浦
上
氏
の
系
図
に
関
し
て
は
、『
続ぞ
く

群ぐ
ん

書し
ょ

類る
い

従じ
ゅ
う

』
に
「
浦
上
系
図
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
錯
誤
が
あ
ま
り
に
多
く
信
を
置
け
な
い
。
他
に
も
浦
上
氏
系
図
と
称
す
る
も
の
は
い
く
つ
か

伝
わ
っ
て
い
る
が
、
内
容
に
問
題
が
あ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
一
次
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
も
、
人
物
名
な
ど
が
合

致
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
浦
上
氏
の
系
譜
が
史
料
上
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
よ
う
や
く
室
町
期
の
則の
り

宗む
ね

以

降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　
一
般
的
に
、
浦
上
氏
は
紀き

氏
の
流
れ
を
汲
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
が
、

建け
ん

仁に
ん

寺じ

な
ど
の
住
持
を
務
め
た
天て
ん

隠い
ん

龍り
ゅ
う

澤た
く

は
「
浦う
ら

上が
み

美み
ま

作さ
か
の

守か
み

寿じ
ゅ

像ぞ
う

賛さ
ん

」
の
中
で
、
則
宗
を
「
浦
上
紀
則
宗
」
と
記
し
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存
在
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
系
譜
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
系
譜
に
登
場
す
る
人
物

以
外
に
も
、
浦
上
氏
は
史
上
に
登
場
す
る
の
で
、
必
ず
し
も
浦
上
一
族
を
網
羅
し
た
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

点
も
含
め
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
の
浦
上
氏
の
動
向
は
、
こ
の
あ
と
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

浦
上
氏
と
播
磨
国
浦
上
荘

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
も
「
備
前
浦
上
氏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
浦
上
氏
と
い
え
ば
備
前
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

岡
山
県
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
き
っ
と
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
兵
庫
県
に
お
住
ま
い
の
方
に

と
っ
て
、
浦
上
氏
は
多
少
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
備
前
国
に
は
浦
上
と
い
う

地
名
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
浦
上
氏
の
出
身
地
は
播
磨
国
揖い
っ

西さ
い

郡ぐ
ん

浦う
ら

上が
み
の

荘し
ょ
う

な
の
で
あ
る
。
最

初
に
こ
の
浦
上
荘
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

浦
上
荘
は
、
現
在
の
た
つ
の
市
の
揖
保
川
町
・
御
津
町
に
わ
た
る
揖
保
川
下
流
域
に
所
在
し
た
荘
園
で
あ
る
。『
和わ

名み
ょ
う

抄し
ょ
う

』
に
「
浦
上
郷
」
と
あ
り
、
ま
た
『
播
磨
国
風ふ

土ど

記き

』
に
「
浦
上
里
」
と
あ
り
、
木も
っ

簡か
ん

に
も
記
さ
れ
て
い
る
ほ

ど
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
浦
上
荘
は
山
陽
道
に
面
し
て
お
り
、
河
川
や
海
上
の
交
通
に
も
至
便
な
要
衝
地
で
あ
っ

た
。
鎌
倉
期
以
降
は
、
新い
ま

熊く
ま

野の

社し
ゃ

領
・
大だ
い

徳と
く

寺じ

領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
史
料
に
基
づ
い
て
、
も
う
少
し

浦
上
荘
の
歴
史
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

浦
上
荘
が
史
料
上
に
登
場
す
る
の
は
、
平
安
末
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
閏
七
月
、
浦

上
荘
と
隣
接
す
る
下し
も

鴨が
も

社し
ゃ

領
の
室む
ろ

三さ
ん

箇が
の

御み

厨く
り
や

と
の
間
で
、
境
相
論
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（「
兵へ
い

範は
ん

記き

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
事

実
は
ど
う
で
あ
れ
、
当
時
は

浦
上
氏
が
紀
氏
の
流
れ
を
汲

む
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
浦
上
氏
が

史
上
に
登
場
す
る
の
は
鎌
倉

末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け

て
で
あ
り
、
そ
の
動
向
が
具

体
的
に
提
示
で
き
る
の
は
、
則
宗
の
登
場
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
則
宗
前
後
の
系
譜
で
す

ら
、
浦
上
氏
の
系
図
は
正
し
く
記
録
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
水
野
恭
一
郎
氏
は
新
た
に
弘こ
う

法ぼ
う

寺じ

で
浦
上
氏
系
図
を
発
見
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
に
導
い
て
い
る
。
弘

法
寺
は
現
在
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
に
所
在
す
る
真
言
宗
寺
院
で
、
中
世
の
古
文
書
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
浦
上
氏
系
図
は
、
本
来
上
か
ら
下
へ
親
子
関
係
な
ど
を
書
き
継
が
れ
る
と
こ
ろ
を
、
右
か
ら
左
に
書
き
記
し
た
珍

し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
浦
上
氏
系
図
は
、
他
の
浦
上
氏
系
図
が
書
き
漏
ら
し
た
人
物
を
記
載
し
て
い
る
点
で
信
憑
性

が
高
く
、
極
め
て
正
確
な
内
容
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
考
証
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
系
図
の
研
究
成
果

に
よ
っ
て
判
明
し
た
と
こ
ろ
を
系
譜
関
係
に
示
す
と
、
系
図
１
の
よ
う
に
な
る
。

　

政ま
さ

宗む
ね

、
宗む
ね

景か
げ

以
降
の
系
譜
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
の
で
、
未
だ
確
証
を
え
な
い
。
宗む
ね

隆た
か

以
前
に
も
浦
上
氏
一
族
は

宗
隆

宗
安

則
永

宗
高
（
光
信
）

則
宗

則
景

祐
宗

則
之
宗
助

村
宗
（
則
景
の
養
子
に
）

宗
久

村
宗

政
宗

小
次
郎

某誠
宗

秀
宗

久
松
丸

宗
景

浦上氏略系図系図１　浦上氏略系図
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の
大
徳
寺
に
与
え
ら
れ
た
（「
大
徳
寺
文
書
」）。
翌
年
に
は
、
再
び
後
醍
醐
天
皇
に
よ
っ
て
、
浦
上
荘
を
知
行
す
べ
き
こ

と
が
大
徳
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
流
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、
大
徳
寺
の
高
僧
宗そ
う

峰ほ
う

妙み
ょ
う

超ち
ょ
う

で
あ
る
。
宗
峰
は
花は
な

園ぞ
の

、
後
醍
醐
の
両
天

皇
か
ら
深
く
帰
依
を
受
け
、
た
び
た
び
寺
領
の
寄
進
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
宗
峰
は
大
徳
寺
の
開
山
と
し
て
知
ら
れ
、

浦
上
氏
の
流
れ
を
汲
む
人
物
で
あ
っ
た
。
父
は
浦
上
一か
ず

国く
に

、
母
は
赤
松
円え
ん

心し
ん

の
姉
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
関
係
か
ら
、

浦
上
氏
は
赤
松
氏
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
宗
峰
が
浦
上
荘
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
自
身
が
浦
上
氏
の

出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

南
北
朝
期
に
至
っ
て
、「
大
徳
寺
文
書
」
に
は
浦
上
氏
と
浦
上
荘
が
数
多
く
登
場
す
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

以
上
の
記
録
は
一
二
世
紀
末
期
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
浦
上
氏
の
姿
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
単
に
、
浦
上
荘
の
姿
を
垣
間
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。
い
っ
た
い
浦
上
氏
は
、
い
つ
史
上
に
登
場
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

浦
上
氏
の
初
見
・
左
衛
門
入
道
覚
恵

　

こ
れ
ま
で
の
浦
上
氏
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
に
推
定
さ

れ
る
「
摂
津
多た

田だ

院い
ん

塔と
う

婆ば

供く

養よ
う

注ち
ゅ
う

記き

」
に
新
田
政ま
ん

所ど
こ
ろ

と
し
て
、「
浦
上
孫
左
衛
（「
門
」
脱
カ
）
入
道
覚か
く

恵え

」
が
登
場

す
る
（「
多
田
神
社
文
書
」）。
彼
こ
そ
が
浦
上
氏
の
初
見
で
あ
る
。
多
田
神
社
は
、
摂
津
国
つ
ま
り
現
在
の
兵
庫
県
川
西

裏
文
書
」）。
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
二
月
に
な
る
と
、

浦
上
荘
は
後
白
河
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
、
京
都
の
新
熊
野

社
領
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
（「
新
熊
野
社
文
書
」）。

　

浦
上
荘
の
代
官
職
は
梶か
じ

原わ
ら

景か
げ

時と
き

が
務
め
て
い
た
が
、
文

治
五
年
（
一
一
八
九
）
三
月
に
解
任
さ
れ
て
い
る
（『
吾あ

妻ず
ま

鑑か
が
み

』）。
理
由
は
、
梶
原
氏
が
社
役
を
納
入
し
な
い
た
め

で
あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
成
立
後
、
梶
原
景
時
は
播
磨
国
守

護
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
、
代
官
職
を
得
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
五
月
に
、
大
和
国
西さ
い

大だ
い

寺じ

が
播
磨
国
内
に
越こ
し

部べ

・
浦
上
両
荘
の
水
田
を
所
有
し

た
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
関
係
は
不
明
で
あ
る

（「
西
大
寺
文
書
」）。
な
お
、
越
部
荘
も
た
つ
の
市
内
に
所

在
し
た
荘
園
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
浦
上
荘
が
史
上
に
登
場
す
る
の
は
、
一
四
〇

年
余
り
後
の
こ
と
に
な
る
。
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）

十
二
月
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
綸り
ん

旨じ

に
よ
り
、
下
総
国
葛
西
御

厨
（
東
京
都
葛
飾
区
）
の
替
地
と
し
て
、
浦
上
荘
が
京
都

西島 坊勢島

男鹿島

家島
姫路市

矢野荘

室
津

揖
保
川 浦

上
荘

浦上荘附近図

小
宅
荘

英賀
御着城

姫路市

鵤荘

高砂市

加古川市

稲美町

福崎町

播磨町播磨町

明石市

加西市 加東市

三木市

小野市

赤穂市

相生市

たつの市

城山城
庄山城

三木城

白旗城

太子町

上郡町
岡山県

図１　浦上荘付近図
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は
確
認
で
き
な
い
。
後
述
す
る
と
お
り
、
浦
上
荘
は
浦
上
氏
が
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

　

次
に
浦
上
氏
が
登
場
す
る
の
は
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
同
年
、
室
町
幕
府
は
、

広ひ
ろ

峰み
ね

神
社
別
当
で
あ
る
広
峰
昌ま
さ

俊と
し

の
所
領
土
山
荘
萩
原
村
地じ

頭と
う

職し
き

（
兵
庫
県
加
古
川
市
）
を
「
浦
上
孫
三
郎
」
が
押お
う

妨ぼ
う

し
て
い
る
訴
え
を
聞
き
、
播
磨
国
守
護
赤
松
円
心
に
止
め
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
（「
広
峰
文
書
」）。
残
念
な
が
ら
、
浦
上

孫
三
郎
が
先
の
為
景
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
浦
上
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

浦
上
荘
を
中
心
と
し
つ
つ
、
徐
々
に
周
辺
地
域
に
勢
力
を
広
げ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

土
山
荘
萩
原
村
の
問
題
は
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
九
月
に
再
度
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（「
西
行
雑
録
」）。
今

度
は
、
広
峰
神
社
別
当
で
あ
る
広
峰
長な
が

種た
ね

の
代
官
長な
が

秀ひ
で

が
、「
浦
上
三
郎
入
道
宗
恵
」
が
土
山
荘
萩
原
村
で
濫ら
ん

妨ぼ
う

狼
藉

を
行
っ
て
い
る
事
実
を
室
町
幕
府
に
訴
え
た
。
訴
え
を
受
け
た
幕
府
は
、
播
磨
国
守
護
の
赤
松
範の
り

資す
け

に
濫
妨
狼
藉
を
止

め
さ
せ
る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
浦
上
三
郎
入
道
宗
恵
は
、
先
の
浦
上
孫
三
郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
孫
三
郎
が

出
家
し
て
、
三
郎
入
道
と
号
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
想
起
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
多
田
神
社
に
あ
ら
わ
れ
た

浦
上
孫
左
衛
入
道
覚
恵
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者
の
血
縁
関
係
を
示
す
根
拠
は
な
い
も
の
の
、
法
名
（
宗
恵
と
覚
恵
の

「
恵
」
字
が
共
通
）
の
類
似
性
か
ら
関
係
は
非
常
に
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浦
上
氏
は
十
四
世
紀
初
頭
に
史
上
に
あ
ら
わ
れ
、
一
族
で
あ
る
宗
峰
妙
超
の
縁
を
通
じ
て
、
浦
上
荘

支
配
に
関
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
勢
力
を
周
辺
地
域
に
徐
々
に
広
げ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

市
に
所
在
す
る
神
社
で
あ
る
。
そ
し
て
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
閏
九
月
、

工
藤
貞さ
だ

祐す
け

は
多
田
院
南
大
門
の
造
営
に
際
し
て
、
応
じ
な
い
輩
が
い
る
場
合

は
速
や
か
に
申
告
す
る
よ
う
、
佐さ

さ々

布う

氏
と
浦
上
左
衛
門
入
道
に
伝
え
て
い

る
（「
多
田
神
社
文
書
」）。

　

こ
の
浦
上
左
衛
門
入
道
は
、
年
代
的
に
見
て
も
先
の
覚
恵
と
同
一
人
物

と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
と
推
定
さ
れ
る
工

藤
貞
祐
の
書
状
に
も
、
浦
上
左
衛
門
入
道
が
登
場
す
る
（「
多
田
神
社
文
書
」）。

は
た
し
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
浦
上
左
衛
門
入
道
覚
恵
は
、
の
ち
に
播
磨
・

備
前
で
活
躍
す
る
浦
上
氏
の
「
祖
先
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
別
の

角
度
か
ら
も
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
七
月
、
後
醍
醐
天
皇
は
長な
が

井い

定さ
だ

頼よ
り

に
浦
上
荘

（
三
分
一
、
熊
代
村
、
山
下
部
村
）
を
与
え
る
と
の
綸
旨
を
召
し
返
し
、
大
徳
寺
に
元
の
ご
と
く
知
行
す
る
よ
う
命
じ
た

（「
大
徳
寺
文
書
」）。
そ
し
て
、
浦
上
荘
四
ケ
村
の
地
頭
職
は
、
浦
上
為た
め

景か
げ

に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
浦
上
荘
で
浦
上

氏
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
為
景
が
初
見
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
十
二
月
、
長
井
定
頼
は
足
利
直
義
か
ら
浦
上
荘
の
安
堵
を
受
け
て
い
る
（「
毛

利
家
文
書
」）。
こ
れ
は
こ
の
年
、
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
が
後
醍
醐
天
皇
と
袂
を
分
か
っ
て
い
た
の
が
理
由
で
あ
る
。

直
義
が
こ
れ
を
安
堵
し
た
の
は
後
醍
醐
方
へ
の
対
抗
措
置
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
長
井
氏
が
浦
上
荘
を
知
行
し
た
様
子

多田源氏の祖・源満仲を祀る多田神社　兵庫県川西市
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